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1. はじめに 将来の超大容量のフォトニックネットワーク実現のため，マルチコアエルビウム添加フ

ァイバ増幅器（MC-EDFA）を用いた光増幅技術が重要である[1-3]．我々はこれまでに, 遠隔励起

MC-EDFAを用いた低雑音・高効率な光伝送システムの光増幅中継特性の検討を報告してきた[4-5]．ま

た，遠隔励起マルチコア EDFA の励起方法として，複数のコアを１つの共通の励起光源で励起する方

法が提案されている[3, 4]．本発表では，この方法を用いた遠隔励起マルチコアシステムにおける利得

一定制御（AGC）方法[6-8]の提案と AGC特性の実験検討結果を報告する． 

2.実験 本検討で提案するAGCの構成は，マルチコア EDF両端のマルチコアファイバ内に Fiber Bragg 

Grating (FBG)を設け，この FBG を外部鏡とした外部共振器構成により全光型 AGC を実現するものと

する．AGCにレーザ発振を用いるため，励起光パワーの電気的制御が不要となり，全コアを 1つの励

起光源で励起するシステムにおいても，各コアのチャネル数変動への対応が容易である．本検討では

その基本動作を確認するため，シングルコアファイバを用いたファイバリングレーザを構成し，全光

型 AGCの特性を実験により明確化した．本検討の実験系を図 1に示す．リング内の発振波長は 1565nm

とし，波長多重型（WDM）合分波器で信号光とレージ

ング光を合分波した．入力信号光は WDM 光を想定し

ているが，今回の実験では簡単のため，一波長のみを

使用し，各コアのチャネル数の変動を信号光パワーの

変動によって模擬した．また，EDF の前後の伝送ファ

イバはアッテネータに置き換えた． 

図 2 に利得の入力信号光パワー依存性を示す．この

時，信号光波長は 1542nm とした．AGC がない場合の

利得は，入力信号光パワーの増加に伴う利得飽和によ

り減少している．一方，リングレーザ型 AGCの場合には，励起光

パワーの増加に伴い AGC がかかる範囲が広くなり，0dBm 入力と

14dBm 入力との利得の差（G）が小さくなることがわかった．励

起光パワーを 646mW にした場合，G は 0.14dB と小さく，AGC

が機能していることが確認できた．EDF のモードフィールド径

（MFD）を 4.5，5.6，6.2μm の 3 種類とした場合のG の信号光波

長依存性を図 3 に示す．信号光波長によりGに違いがあることが

確認できた．これはスペクトルホールバーニングの影響と考えられ

る．また MFD が小さいほどGが小さく，4.5μmの場合，信号光

波長 1534nmでGは最大 0.8dB，1542nmで最小 0.14dBであった． 

4. まとめ 遠隔励起マルチコア EDFA システムにおける全光型

AGC方法を提案し，その基本特性を実験により明確化した．EDF

の MFD が 4.5μmの場合，信号光波長 1534nmで利得差Gは最大

0.8dB，1542nmで最小 0.14dB となった．この利得差は，主にスペ

クトルホールバーニングに起因するものと考えられる． 
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図2：利得の信号光パワー依存性
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図3：Gの信号光波長依存性
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図1：実験構成
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